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分担研究報告書 

てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  

 

徳島県におけるてんかんの地域診療連携 

 

研究分担者：森 健治   徳島大学保健学科教授・てんかんセンター 

      多田 恵曜 徳島大学病院 てんかんセンター・脳神経外科 

 

研究要旨 

徳島県におけるてんかんの地域診療連携の状況を調査研究するにあたり、てんかん

診療拠点機関の徳島大学病院 てんかんセンターにおける診療状況を集計した。

2019年 1月～12月の 1年間にてんかんセンターを受診した初診患者は合計 141人

であり、徐々に増加傾向にある。 

Ａ.研究目的  

本研究の目的は、徳島県におけるてんかん

の地域診療連携の状況を調査することである。

まずは、てんかん診療拠点機関の徳島大学病

院 てんかんセンターにおいて診療状況を集

計する。 

 

Ｂ.研究方法 

現時点の徳島大学病院 てんかんセンター

を 2019 年 1 月 1 日～2019 年 12 月 31 日まで

に受診した患者の集計を行った。 

(倫理面への配慮) 

本研究は診療情報の収集のみに拠っており

患者への侵襲を伴わないため、生命倫理や安

全面での問題は該当しない。研究では個人情

報が明らかになることはない。 

 

Ｃ.研究結果 

2019年1月から12月までの徳島大学病院 て

んかんセンターへの新患数は141人（小児21人

、成人120人）。ビデオ脳波モニタリングは70

人（小児36人、成人34人）。手術件数は10件、

てんかん相談件数は254件と増加傾向にある。

いずれも診療実績は増えている。初診患者141

名のうち、男性は64名、女性は77名であった。

年齢群別では0～9歳 12人（8.5%）、10～19歳 

35人（24.8%）、20～29歳 31人（22%）、30～

39歳 21人（14.9%）、40～49歳 18人（12．8

％）、50～59歳 15人（10.6%）, 60～69歳 2

人（1.4%）, 70歳～ 7人(5.0%)であった。初

発年齢群別では0～9歳 32人（22.7%）、10～19

歳 43人（30.5%）、20～29歳 25人（17.7%）

、30～39歳 8人（5.7%）、40～49歳 6人（4.3

％）、50～59歳 5人（3.5%）, 60～69歳 1人

（0.7%）, 70歳～ 2人(1.4%), 不明 19人（

13.5%であった。 

 院内での紹介が30人、徳島県内からの紹介

が84人、県外からの紹介が27人であった。 

受診理由はてんかん診断目的が  59 人 

(41.8%)と最も多く、薬物調整が 11 人（7.8%）、

薬剤抵抗性が 2 名（1.4%）、手術目的が 8 人

（5.7%）、精神症状が 11 人（7.8%）、その他が

50 名（35.5%）であった。 
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Ｄ.考察 

効果指標を設定し、てんかんセンター初診

の患者に関するデータを集計できる体制が構

築された。 

高齢発症のてんかんが受診する割合は少な

かった。この理由としては高齢者てんかんが

てんかんセンターに紹介されておらず、二次

診療施設で診断治療されている可能性あるい

は、てんかん自身が疑われておらず、見逃され

ている可能性も予想された。さらに啓発活動

や教育活動を継続する必要があると思われた。

診断目的が受診目的の最も多い理由であった。

正確な診断が要求されている症例が多いこと

が推察された。 

また、薬剤抵抗性、手術目的、精神症状に対

する受診もあり、多職種がてんかんセンター

に関与していることが徳島県下のてんかん診

療に貢献していることが示唆された。 

Ｅ.結論 

徳島大学病院がてんかん診療拠点病院に

指定されたことで、徳島県下の多職種の連携

が徐々に構築されてきており、てんかん患者

のニーズに応えられるようになることが期待

される。今後も更なる集計分析を重ね問題点

を解消させる必要がある。 

Ｆ.健康危険情報 

該当なし。 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

 （予定を含む。） 

1.特許取得 

該当なし。 

2.実用新案登録 

該当なし。 


